
取組のポイント（３つの視点）5. 取組詳細（取組内容の詳細及び取組によって得られた成果、今後の方向性等）

消費者、農家、外食産業が協力し、
捨てられるはずだった野菜たちを再生させるプロジェクトを遂行しています。

＜本プロジェクトの３つの目的＞
①フードサービスの下流サプライチェーンを対象として、その余剰食材の新たな活用方法を考案して、一般消費者に対して
理解・賛同をいただき支援・協力のネットワークを広げる。
・学生参加型余剰野菜の活用策として「SDGs定食レシピ」や「SDGsテイクアウト弁当」「SDGsスイーツレシピ」の提案。
・実現可能性のあるレシピをSDGsプロモ－ションや食育プログラムなどの付加価値をつけて提供・販売。

②フードサービスの上流サプライチェーンを対象として、農業生産者や農協に対して、『SDGsフードロス再生プロジェクト』の
趣旨を理解・賛同いただき、余剰食材を供給してくれる農業生産者や農協とのパートナーシップを結ぶ。
・府中にある農協 JAマインズと、本プロジェクトの趣旨をご理解いただけた農業生産者の支援・協力。

③『SDGsフードロス再生プロジェクト』を一過性のイベントに終わることなく持続可能な社会実装事業化をする。
・事業化の予算基盤の確立に向けて、一般消費者の拡大、
SDGs協賛企業や協賛機関の参画を仰ぐ。
・余剰食材の活用が現在はフードサービスが中心ですが、
残渣を再活用したSDGs6次化商品の企画、あるいは
食品以外のアパレル商品の企画など、異業種への多角化
戦略を目指す。

1. 団体名 青山学院ヒューマン・イノベーション・コンサ
ルティング株式会社

2. 連携先
の団体

農協JAマインド（府中）・地域農家の皆様・JAマインド提携の物流業者様・青山学院大学SDGｓ
研究所と他大学・東京農業大学公認団体「こすまいと」・ICU学生団体・福祉法人いたるセンター

地方創生SDGs官民連携事例 応募様式（表面）整理番号:095

モデル性・波及性

次世代を担う学生を巻き込んだ活動は、体
験型プログラムとして他の地域でも同様の取り
組みが期待できる。

3. 取組
目的 2030年までにSDGｓ食品ロスを半減するための余剰食材再活用の啓蒙 4. 関連する

ゴール

取組開始
時期 2019年 取組の

カテゴリー
その他（食品ロス削減と再
生）学生参加型 産学連携による「SDGｓフードロス再生プロジェクト」

地方創生SDGsの視点

④専門家や従業員向け「SDGs体験型実
習プログラム」の実施、参画する学生・一般
消費者向けの「SDGs食育プログラム」の研
究開発と普及
⑧新たな産業と雇用の創生
⑫次世代の若者を巻き込んだエシカル消費
の普及・啓蒙活動
⑰新たなサプライチェーン、流通チャネル、各
種ステークホルダーとのパートナーシップ

ステークホルダーとの連携

【生産、物流】農協 JA マインド(府中)・地
域農家の皆様・提携物流業者様
【レシピー企画、食育プログラム、イベント PR 
戦略】青山学院大学経営学部 玉木研究
室及び学生団体・東京農工大学 公認団体
のこすまいと・ICU 学生団体
【料理提供イベント】IVYCS食堂部・社会
福祉法人いたるセンター

■2019年度のイベントの開催実績
・青学食堂内 余剰食材スープ・イベント
・国連大学前 ファーマーズ・マーケット内のチャリ
ティイベントへの参加
・余剰食材ピクルス＋いたるセンターのキッチンカー
を利用したカレーライス無料提供

■2020年年度イベントの開催実績
・オンライン青学際に参加
・SDGsフードロスの動画コンテンツの配信
・「SDGsテイクアウト弁当」キャンペーン
・「SDGs食育プログラム」ワークショップ
（以下、予定）
・「SDGsメニュー」の料理教室、試食会
・学生団体、協賛団体・企業によるキックオフワーク
ショップ
・子ども食堂、いじめなどのSDGs社会課題解決に向
けたネットワーク
アフリカ在住の元留学生との意見交換
・賛同者、賛同企業に向けたZoomライブ配信



自由記述欄

地方創生SDGs官民連携事例 応募様式（裏面）

詳細情報はこちらをご覧ください。
https://www.aogaku-
hicon.jp/studentactivity/vcm/2020/post-3648/


